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在宅高齢者の健康度と生活習慣

第一報　健康生活習慣からみた健康高齢者の特性

宮田 延子 大森 正英 水野 敏明

井奈波良一 岩田 弘敏

　岐阜県の一山村の65歳以上在宅高齢者815人を対象に，日常生活習慣と健康状態の関係をみるため，質問

紙調査法を実施した。有効回答のあった718人（全対象の90.6％）を分析対象として，Breslowの健康生活習

慣（7項目）と日常生活動作，主観的健康感，社会的活動能力（老研式活動能力13項目）等との関連性を検

討した。男性は310人，女性は408人で，平均年齢はそれぞれ73.8±6.9歳，74.0±6.9歳であった。主観的健

康感には性差は見られなかったが，1人当り既往症数は男性が女性より多かった。日常生活動作の5項目中

男女とも「歩行」が，最も自立が損なわれ，特に女性においては階段昇降時の“歩行の安定性”が損なわれ

ているものが多かった。日常生活動作の全項目能力からみた要介助者率は男性に高かった。社会的活動能力

については，男性では手段的自立，知的能動性，女性では社会的役割で高かった。Breslowの健康生活習慣

の7項目評点は，男性3.9±1.7点，女性35±1.8点で，男性が女性より高かった。健康生活習慣を高めるの

に関連する因子として男性，配偶者のいる者，趣味のある者，生活満足度の高い者，運動習慣が有る者，男

性の喫煙をしない者，女性の睡眠時間（7時間を下らない），仕事や役割の有る者等があげられた。
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